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1 は じ め に

タイ国は仏教国といわれる｡じじつ国内における仏教寺院の数は多 く,約18,000寺にのぼり,
1)

ほとんどすべての村は自己の寺院を維持している｡また僧侶は156,952人, 見習僧83,529人,
21

寺子119,044人を数える｡しかし他方,村民の間では呪文 ･護符の効力, 霊魂や精霊にかんす

る信仰と迷信が根強 く存在しつづけている｡
3)

本稿においては,昨年度調査した東北部村落の資料のなかから宗教生活にかんする部分をで

きうるかぎり整理し,ここに記述報告したい｡村落の宗教にかんしては,すでに指摘されている
4)

ごとく,仏教的要素,バラモン的要素,アニミズム的要素がそれぞれ独立的に,またときには混

合した形で,たがいに相反することなく存在している｡これらの要素がどのように して共 存

し,また融合しているかを分析することは興味ある問題である｡しかし今ここで,宗教儀礼の

細部がどの要素に由来するかを逐次ときほぐすほどの資料はないし,またこのようなやり方が

各要素の融合接点を明らかにするかどうかも疑わしい｡他方,村民の宗教的知識はこの接合点

を浮かびあがらせるほど体系化されていない｡かれらの宗教的行為は日常的習慣として無意識

1) JohnE.deYoung:VillageLifeinModernThailand.BerkeleyandLosAngeles,1958･
p.111.
2) WendellBlanchardetal.:Thailand-ItsPeople,ItsSocietyandItsCulture･1958･
3) 京都大学東南アジア研究センターのビルマ･タイ地域調査の一環として1964年から1965年にかけて1
年間タイ国に滞在し,東北部の-部落ドーン･デーングのコミュニティー･スタディーをおこな っ
た｡報告の一部は｢農地所有と家族の諸形態｣と題して本誌第3巻第2号に記した｡
4) HowardK.Kaufman:Bangkhuad-A CommunityStudyinThailand.NewYork,1960l

pp.183-209.
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のうちに運ばれることが多 く,各要素は相互に反発することなく漠然とした一つの信仰休系と

して村人の目に映じている｡本稿においては,各種儀礼の機能と村人の態度に注目しながら,

僧侶と祈祷師の役割を記述するにとどめたい｡それは覚書としての性格を免れないけれども,

僧侶と祈祷師の社会的地位を明らかにするうえで役立つばかりでなく,各要素からなる宗教上

の諸慣行を潜在的な一つの信仰休系として把握するための手掛りとして役立つであろう｡

以下,僧侶と祈膏師の社会的地位,仏教にたいする信仰と態度,村や家の守護霊としての精

霊信仰,クンプラクムと呼びならわされている呪文 ･護符の効力,除顧儀礼,招魂儀礼の順に

記述し,最後にこれらの宗教活動と信仰がどのようなかたちで一体を構成しているかを指摘し

ておきたい｡

2 僧侶と祈繭師の社会的地位

部落内uj社会的地位の序列表を示せば次頁のごとくである｡この表は被調査者が版位づけを

おこなう場合,その人のおかれた社会的状況 (例えば親族,友人,近隣,疎遠,反目)がかな

り作用しているらしく,序列が集中せず,分散しているが,部落内の一般的傾向を知るのには

十分である｡

この表から明らかなどとく,社会的地位の平均的序列の第 1位は校長,第2位は村 長 で あ

る｡僧侶の地位は一般に高 く,住職は村長についで第3位をしめる｡かれらは寺院を中心とす
5)

る仏教行事をはじめ,葬儀,法要,ときには結婚式,また部落の除顧 ･増福儀礼において重要

な役割を果す｡しかし,この部落の僧侶の年令は若 く,また一般の社会生活から遠ざかってい

るために,仏教行事の文脈をこえて影響力が部落民におよぶことはない｡また特殊な知識や技

能をもちあわせず,部落民の相談相手となることもない｡

部落内には僧侶の他に祈蕃師が数名いる｡かれらは除顧にかんする呪文 ･護符に精通してい

るばかりでなく,占星術,民間医薬療法,ならびに除級儀礼や招魂儀礼にもすぐれているため

に村人から非常に尊敬されている｡祈篇師数名のうち2名はその術にたけているのみならず,

イ言頗される人柄でもあり,部落でも年長者にあたる｡このために部落民にたいする影響力も強

く,指導的な古老の地位をしめる｡地位の序列表にみられるごとく,これら2名の祈蕃師は住

職についでそれぞれ第4位と第6位をしめている｡表によると,かれらは校長や村長よりも低

いけれども,前者の暗黙の承認がなければ部落の重要事項は円滑に進行しない｡

3 寺 院 と 村 民

部落内にはワット･ポーバンラングと名づけられた寺院 が あ り, 隣り部落 ドーン ･ノーイ

5) このあたりの村村では結婚式に僧侶を招くのはまれである｡
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表 1 社 会 的 地 位 の 序 列

世帯番号l平 均職位【眠位の範囲】年 令
NO

NO

住

NO

NO

NO

NO

NO

僧

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

N0

NO

NJ
NO

NO

NO

25

15

職

05

94

13

84

07

侶

14

34

乃

76

33

74

56

50

99

60

27

01

1

1

1

1

1

1

1

1

67

23

20

0

4.0

4.8

5.3

6.2

7.2

8.2

10.1

10.2

10.5

13.0

13.5

14.0

14.2

14.8

15.2

15.7

16.0

16.2

17.5

17.7

18.2

18.1

18.4

20.0

22.4

22.6

54 F 23.2

No. 77

No. 95

No. 78

No. 41

23.4

23.5

24.7

24.9

25.0

所有農地(ライ)l 注 釈

45 : 20.00

0

5

3

2

3

2

5

2

9

5

0

6

3

8

6

6

8

5

2

6

8

6

6

5

2

5

3

8

5

4

3

5

2

3

31.25

0.00

70.00

76.00

56.00

29.00

35.00

0.00

25.00

25.00

43.00

56.00

19.25

0.00
16.00

0.00

49.00

_:- :-/ I

1
55 F 14100

1

47 ! 4O.00

29 0.00

33 14.0011

※
小学校校長,C.D.

村長,C.D.,小売店

見習僧3年,僧侶 2年

祈橋師,C.D.

最年長者

祈祷師,C.D.,寄進総代

元小学校教員

元村長,小精米所

見習僧3年,僧侶 1年

祈構師

医療役員,C.D.

年長者

寄逸総代

村の委員

助役

祈祷師

小学校教員

教育委員,C.D.,僧侶13年

祈祷師

C.D.

村の委員

元村長

勤勉

C.D.,寄逸総代
C.Dり寄進総代

小売店,金惜し

小精米所,金倍L

C.D.,モー ･ラム ･ダンサーC.D.

仕立屋,金惜し

よき父,自作農としての成功者

野菜作りの普及者

表は部落の中で リーダーとおもわれる者32名を選び,互に収位をつけさせて作成した｡

※ コミュニティー ･デ ィヴェロップメントの部落委員
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3)
(DollNoi)とともに共同で維拍 ･管理されている｡ 本堂はなく, 講堂, 僧房と庫裡がある

のみで,すべて木造建である｡ 町方の寺院に比較するとかなり貧粗である｡この寺は部落がで
7＼

きたときに建立されたものであるが,近年講堂が改築されている｡改築にさいしては,政府か

らじゃっかんの補助金があったほか,労九 費用ともに両部落の協力と寄進によっている｡昨

年の安居期 に串ける僧侶の人数は,住職をはじめとする僧侶が 9名,見習僧8名,寺子 3名で

あ り,安属制が終り,年末におこなわれる僧位の試験がすむ頃には5名の僧侶と2名の見習僧

が還俗した｡住職は現在25才,隣り部落 ドーン ･-ン (DonHan)に生れ,16才から18才まで

見習僧をつとめ,23才∽ときに僧侶としての得度式を受けている｡その動機は両親の恩に酬い

ることにあり,かれ白身も勉学にはげみ,高僧になることを望んでいる｡他の僧についても同
占丁

年輩の者が多 く,動機も同様であるが,宏の仕事が忙 しいという理由で,また身を定めねばな

らぬという理由で還俗を決心している者がある｡しかし普通は還俗の時期について 語 りた が

らない｡見習僧にかんしては,だいたい両親の言葉にしたがって入門し,また還俗している｡

こU)部落の住艮がいかに寺院を中心とする諸活動に熱心であるかはつぎの事実から明白であ

る｡ 以下,講堂の改築工事,食物の献立,年中行事,得度式の習慣,またこれら諸活動の目的に

ついて調査 した結果を記そう｡調査総数は世帯主98名であるが,そのうち調査不能が 1名ある｡

改築にかんしては98世帯中91世帯がなんらかの形式でこの事業に労力を提供し,寄付金を出

写真1 菩薩の徳を称える行事において,その生涯と修行を
説く僧侶と聴きいる村人達

している｡調査不能を除

く妓りの6世帯は改築当

時一世帯を構成していな

かったOその金客臥ま30バ

-ツから500バーツにわ

たり,人によりさまざま

である｡労力捉供者は91

世′甘い84世帯二であり,他

の7LtL-J甘甘豪族Liが少な

いか,/老人C/)みC/)日用三二で

ある｡労力提供cJ)日数,

金客削ま各世帯によりこと

なるけれども,あくまで

6) 部落の人人が仏教行車が催されるときに使用するのであって,もちろん僧侶が使うのではないC
7) 約75年ほど前｡

8) 得度式を同じ年にクー-/ラでおこなった皿柄｡
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自発的な行為であり,強制的なところはまったくみられない｡不足の場合は必要に応じて幾皮

でも部落の集会を開き,その旨を村人に知らせる｡

僧侶の日常の食事は,いうまでもなく村人の献進による｡イ削呂が托鉢に村を廻るのは安居期
9)

中であるが,4斎日と雨のときには村人が 1日2回の食事を寺まで運ぶ｡各家では1日の食物

を3等分し,%は寺に,%は田畑に出る家族員に,残りの3iは家にとどまった者に配分すると

いう｡家の仕事が忙しい場合は献上食物を他の人にいいつけて徳を分かちあう｡安居期間中は

98世帯中43世帯が ｢ほとんど毎日｣,53世帯は ｢時時｣寺に詣で僧侶に食物を供する｡まった

く行かぬと答えた者は1名のみであるO安居期が過ぎても｢毎日｣と答えたものは26世帯,｢時

時｣と答えたもの70世帯,まったく行かぬと答えたもの1世帯がある｡また安居期中の4斎EJ

には老人達が講堂でお龍りをするが,98世帯中29世帯が 1夜をあかすと答えている｡

僧院生活の経験にかんしては,98世帯主中69名が僧侶としての生活を送 っている｡経験のな

いもの23名,非該当 (女性)が 5名となっている｡得度式を受けなかった23名についてその理

由をみると,大部分が早 く結婚したことをあげ,その他としては,家の仕事が忙しか った こ

と,家族員を扶養するのに暇がなかったこと,また式をおこなう金が準備できなかったことが原

因となっている｡さらにこれら23名について,今後僧院生活を送る意志があるかどうかをたず

ねたところ,｢そうしたいものだが,実際問題として不可能であるから,わからぬ｣答えている｡

子供の僧院経験についてみると,20才以上の息子をもつ34世帯中,27世帯はすべて僧侶の得

度式をすませ, 6世帯についてはすませた息子とそうでない息子を含んでいる｡他方,20才以

下の男子をもつ71世帯中70名は僧侶の得度式を挙げると答え,不確かは1名あるにすぎない｡

寺院を中心とする部落の宗教行事は多い｡そのうちトード･ティアンと呼ばれる蝉燭奉納祭に

かんして,98世帯中79世帯が毎年,残りの18世帯はときどき参加している｡

寺院を中心とするこれらの宗教活動の目的は功徳を積むことにある｡元小学校教員の説明に

よると,村人が仏教行事に専念し,徳を積む行為をなす動機は3種にわけられる｡第1は富と

権威を誇示するために寄進をおこなう場合で,授かる徳は最小である｡第2は功徳を積めば来

世よき存在として生れかわるという僧侶の言葉にしたがって寄進をおこなう場合で,第 1の場

合よりも授かる徳は大きい｡第 3の動機は淫楽に到達することを目的として寄進をおこなう場

合であり,真に仏教を信仰する人人の立場である｡徳を積み,生れかわるごとに慈悲深い存在

となれば,最後には埋葬に到達するといわれている｡村人一般の動機は第 1と第2であり,節

3に属する者は元教員を除いて他にないと彼自身いう｡この部落では第 1の範噂はそれほど顕

著ではなく,寄進行為は全体として華美なところがなく,質素であり,結局,第2の範噂が主な

動機を構成している｡98世帯主中96名はつぎの陳述に同意し,反対 1名,調査不能 1名となっ

9) 上弦とT弦の8日と15日の4Ld｡
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ている｡ ｢功徳を積むのは,苦難からより自由な高い地位を獲得するべきす ぐれた能力と資財

をもって生れかわるためであり,また同じ苦難を再び くりかえさぬためである｡｣そしてより高

い社会 ･経済的地位に生れかわることは天国と考えられ,より低い社会 ･経済的地位や動物に

生れかわることは地獄と考えられている｡

4 守護霊としての精嚢

前項において述べた意味において部落民の仏教にたいする信仰は厚い｡他方,守護霊として

の精霊信仰は近年ますます不信 ･弱化の傾向をみせている｡このことは村の神や凹の神にたい

する村人の態度からうかがえる｡

(1) 村の守護霊

この地方においてほ, トン ･タキアン (姐大樹),トン ･ドゥー (印度紫檀),トン ･ポー (菩

提樹),トン ･トライ (櫓樹),トン ･パユンy(樹蘭)などのごとき大木には精霊が宿り, 附近

の土地を支配していると考えられている｡ 調査部落においても,今から20年位前までは村の東
10)

にある自然の塚ないし大木に部落の土地を守る精霊が住むとかんがえ,それを畏れ,これを祭

っていた｡部落の歴史は75年前にさかのぼるが,開拓後数年もするうちに村の戸数は40余りに

達したので村内に寺 を建 立した｡それと同じ頃,村人達は自然の塚の上にも小さな詞を設け,

これを トウ-カタブーもしくは トウ-プ-タ-と称して鶏や亀を供物として毎 年 捧 げ たOそ

して部落にほお守役として祈篇師モ- ･ピィ-1人をおいた｡しかし数年して近 くにある大木

トン ･カ-ングに詞を移 した｡ それとともに村内の申ほどにブ一 ･バーン (村の中心の意)と

いって木柱を建てた｡かれ らは村の繁栄を願い,悪霊からの保護を噸って新しく設けたのであ

る｡これは精霊とは異なり,仏教的 ･呪術1廿性格をもつ聖地として崇められている｡そしてブ

- ･バーンに祈るに先だって, トウ-カタープ-に供物を捧げるのが常であったoしかし20年

ほど前,この部落に疫病が続出したUjで, トウ-カタ-プ-の効力が鹿われ,同から精霊を追
ililE

放してしまった｡したがって今 Hではブ一 ･バーンしか残 っていない｡ブ一 ･バーンの本質は

後述するクン ･プラ ･タムを指すが,人によっては部落の守護霊と考えられている｡

(2) 国の神と稲魂

調査部落 ドーン ･デ-ンy(DollDaeng)における稲米儀礼はほとんど消滅 してしまってい
胆E

るので,近 くの村の様子について記す｡儀礼は1年を通 じて6回おこなわれる｡すなわち,耕

作をはじめる前におこなうレ-グ ･ナ-クワン,L桐直前におこなうバ ッグ ･へ-グ,旧9月15

10) 蟻の巣｡

ll) これにはクン･プラ･タムを信じる部落の析碍師2名が主役となった0
12) コ-ンケ-ン町の北にある村サムラ-ン0
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E]から旧10月15Ejの問におこなうリアンプ ･--グ,刈入れのときにおこなうブ-グ ･ナ～,

稲を穀倉に入れるとき,および旧3月におこなうス-グ ･クワン ･カーウの5種類である｡

レーダ ･ナ一 ･クワンは春耕祭ともいうべきものであり,旧 6月に稲魂を田に迎える儀礼で

ある｡目については祈祷師に相談し,曜日を決めるが,両親の死亡した日は避けるという｡場

所は畦の交差点などに設けられた直径約70センチほどの窪地であって,クー ･へ-グとよばれ
13)

田の神が住まうところとされている｡当日は花 1対,ローソク2本,精米を蒸したもの4握,

煙草4本,横榔樹4包,甘い物4皿を家で準備し,EBの神に捧げる.その前で ｢稲が健かに成

長するように,10月には収穫ができるように,牛や水牛が病気にならないように,そして死な

ないように見守って ください｣と祈り,凹を耕しはじめる｡その後は水 しだいで苗床を作り,

籾をまく｡

バッグ ･レ～グとはLf]植祭を意味する｡当日は朝 9時頃LEIに出て,一番よく成長した苗をと

り,それをタ一 ･へ-グの中心に1カ所,その周囲の6ヶ所に植えかえる｡特に供物はない｡

リヤング･へ-グとは穂が実ることを願って田の神に馨ることを意味する｡ これは旧9月15

日から10月15日の問の吉 日を選んでおこなう｡レ-グ ･ナ一 ･クワンの場合と同じものを準備

し,さらに鶏と塩漬けの魚を供える｡そして ｢今日は吉 日,田には稲が健かに成長している｡

牛や水牛を疫病と死から守って くれるように,御馳走を食べて ください,田の神よ,土地の神｣

と祈る｡

ブーグ ･ナーとは田開きのことであり,取 り入れが終ったときにおこなう｡凹全部の刈り入

れがすみ稲束を出小屋近 くに設けた脱穀場 に運ぶと,タ一 ･--グの稲を刈り取る｡その籾を

バナナの葉で包み,田の神に収穫が終ったことを告げる｡その包と甘い物を竹で編んだ飯寵に

入れ,外側を穂で包み,長い竹竿の先に結びつけて脱穀場のそばに立てて刈り入れ終了のしる

Lとする｡
ilE!E

ス-グ ･クワン ･カーウほ稲魂の招魂儀礼であり,竹竿に吊した飯能を米倉に運ぶときに倉15)
の中でおこなう｡吉 日を選び,祈宿白市を招いて祈ってもらう,バイ ･シィーを準備し,チ-ワ
i13jE

ダーを呼び招魂祭をおこなう｡祈祷の内容はだいたいっぎのどとくである｡招魂祭は旧3月に

もおこなわれ,そのときまでは倉の米は使うべきでないという｡

｢旧の5月が過ぎるとす ぐ6日がおとずれる｡両が降り,雷が鳴り,稲妻が走る｡農夫は山

刀を磨ぎ,斧を研 ぐ｡ パニアングガイの木を探しに森に出かける｡森は家から遠い｡パニアン

グガイの葉を落し, 枝を払う｡ それを家に持ち帰り, 床下においてお く｡ 大工が来て木を削

13) サムラーンの全農家の田にあるわけではなく,田を分割する場合,娘夫婦のだれか一組が親のタ一･
--グを受け継ぐことになる｡その娘夫婦は親と最後まで同属した者である｡

14) 人間にもクワンがあるとされ,後述するごとく招魂儀礼がおこなわれる｡
15) パー･クワンともよばれるが,その内容については招魂儀礼を参照｡
16) 須弥山,鋭回山の上空に住むと考えられている天人｡
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り,梨を型どる｡田畑にそれをもって行 く｡それから朝を作って水牛の首に網で く くりつ け

る｡水牛が梨を引く｡土は固 くて木の幹のようだ｡鋤きならして幾 日かおいておく｡

苗床を作り,土の上に粗種を蒔 く｡神様は椀種が発芽して苗が成長する｡暦によれば,旧10

月が過ぎて,待遠しい月が訪れる｡田の稲は美しい｡若干の穂は乾いて落ちる｡風が稲の葉を

なでる｡ 鳥に気をつけよう｡ノッカチップやノッカチァ-ブよ,穂をつつきに来るな｡それか

ら幾 日もすると稲は十分に成長して実る｡皆が助け合って刈り取る｡3日ほどその ま ま に し

て,束ねて乾いたところに積み重ねる｡ある人は脱穀場をきれいにし,叩き棒をもって来て穂

を打ち落す｡ある人は革帯をもってきて籾粒を掻き集める｡

シィ- ･シィー今日は吉 I_二】,幸運のH｡なにごともがよい臼だ｡バイ ･シィも飾 りつ け ら

れ,御神酒も準備できている｡お菓子もた くさんある｡バナナと葉 も あ る｡著の若葉,ゆで

卵,バナナ入 りの餅菓子,砂糖黍, トゥリカー,鶏も弁当箱に入れてある.敷物もしいてある

し,祝福の糸,瓢箪4つも一緒においてある｡晩は4本田の4隅にたててある｡みなそろって

祈祷師を招き,バイ･シィーのそばに坐ってもらう｡

今日は吉日,すぼらしいLl｡われわれは皆で儀礼の準備をして,稲を倉に運ぶ｡穂は十分に
ilfJE

実っている｡晩稲は田植がおそい｡カ-ウ ･マッグコーダの穂は上をむ く｡カ-ウ ･マッグク

ウァ-ほ盆地の端の高 い ところに柿える｡カ-ウ ･プラ-ド0)穂は籾粒が くっつきあ って い

るO カ-ウ ･マッグポーの米粒はきれいだ｡カ-ウ ･チチヤーン,/も大きくきれいだ｡カ-ウ

･マッグデン,/の米粒は長 くてきれいだ｡カーウ ･パ-チア-ウは米粒が長 く,うすい｡ まず

早稲を刈り取る｡ カ-ウ ･イダムノーイほ香がよい｡カーウ ･ガ-ブヤーン,/もすこし香がす

るC カ-ウ ･チダムは籾の色が黒いO カ-ウ ･マッグヒン,'はガサガサ音がする｡カ-ウ ･ロ

-ドブイアンの米粒はかたいo みなよい稲ばかりだから親柱としてえらんでおく｡

シィ-ティサモ-｡稲魂よ来いoラ-ン千ヤ-ンyの国におちるかもしれぬカ-ウ ･ピアン

I/の稲魂よ,今｢1はこちらに来いOホン･/サーウァディ-に落ちるかもしれぬカ-ウ ･--ン

グUj稲魂よ,今日はこちらに来いo ホ-ラートの町に落ちるかもしれぬカーウ ･ナーC,)稲 魂

よ,今日はこちらに来い｡人秤棒で運ぶうちにこぼれた稲も今日はこちらに来い｡鳥に持ち去

られた稲も今日はこちらに来いOノッブ ･ゲ-クの鳴声は大きく,声もよいo穂をつついて日

にくわえ,遠 くの木の頂に持ち去るOノッブ ･カウト-ンA/はくわえて空遠 く飛び去る｡ ノッ

グ ･カチャーブC/)頭は黄色いOノッグ ･チップピアン,/は身体が白く,Llにくわえたまま垣根

や田畑の隅に運び去る｡今日はどの稲魂もこちらに来い｡ みんな,稲魂よ,こちらに来い｡草

むらの稲魂よこちらに来い｡竹薮の稲魂よこちらに来い｡あらゆるところから来て集まれ｡お

たがいに誘いあって米倉に来い｡のこらずにみな集まれ｡稲魂よ全部あっまってこい｡雨が地

17) 以下,ここにあらわれる稲の缶はすべて橘稲であり,梗稲はみあたらないC
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を潤すごとく,10年食べても余るほど,10年出しても-らぬほど十分に｡米を挽いてもくだけ

るな｡唐臼で踏んでも散らばるな｡竹の盆で米粒をよりわけるとき,あやまって粗を龍の中-

入れないように｡たとえ娘が杵をとりかえても驚くな｡大蛇がとぐろを巻 くように,散 らばら

ずにかたまれ｡情婦がからむごとく一所にくっっいておれO遠 くへ行 くな｡プラチャウテ-ミ
18)
-,慈悲を与えたまえD｣

(3) 守護霊にたいする態度

以上,田の神にかんする記述は近村サムラ-ンについて調べたものである｡調査部落 ドーン

･デーングにおいては田の袖にかんする儀礼はみられず,また信ずる者もきわめて まれ で あ

る｡世帯主98名中,93名はまったく関心を持たなかったり,また信じることはよくないと考え

たり,無意味だと思っている｡2名は ｢わからぬ｣と答え,信じると答えたものは2名にすぎ

ない｡信じると答えた者のうち1名は長 く病床にある者,他の1名は身近な親族のなかに甘田

の神の禍を受けた経験をもつ者である｡信じないと答えた者があげた理由は断片的であるが,

つぎのどとくである｡｢水がなければ頼むけれど,ここは水が多すぎて｣ 洪水ばかりであって

田の神の効果はない｡｢祭ってみても効果はなく,水牛は稲を食う｣ し ｢豊作をもたらすなに

ものをももたらして くれない｡｣したがって祭ってみても,鶏がいるだけであり,不必要なこ

とをするのは煩しい｡祭らなければ水牛が死んだり,子供が病気になるというが,それならば

なんら益をもたらさず,｢害ばかりを与える田の神などは信じない方がよい｣ し, むしろ信じ
ることは ｢危険である｡｣しかも ｢田の神などは見た経験もなく,｣存在するもので は な いか

ら,祭ることはまったく｢無意味である｡｣田の神のどときものは ｢一世代前のものであり,｣

今日ではもはや ｢時代おくれ｣となっている｡さらに ｢仏教は田の神のごときものが真でない

ことを教えている｣し,また ｢クン ･プラ ･タムの効力は田の神にまさる｡｣田の神にたいする

このような態度は,すでに述べた村の神にたいする態度と同様であり,一般に精霊を守護霊と

して崇める風習は儀礼の点からいっても信仰の点からいっても消滅しているといえよう｡

5 呪文 ･護符の効力

(1) クン ･プラ ･タム

村の守護霊を述べたところで,ブ～ ･バーン (村の中心の意)にふれた｡これは精霊でもな

く,神でもなく,クン .プラ･タムを祭る聖地とされている｡そこに木柱が建てられ,下に魔

除けの呪文 ･護符が埋められている｡これは前述のモー ･タム祈祷師2名 (村の古老格)が書

きつ くったものであり,年4回祭るという｡すなわち旧6月田植の前,旧9月,旧12月の収穫

18) 仏陀の前身｡
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19)
期,と旧3月である｡しかし実際には年 1回,旧12月か3月におこなうのみである｡クン ･プ

ラ ･タムは村の中心ばかりでなく,各家にも祭られている｡棚には普通カン ･バ ッグベンと呼

ばれる,紙製の飾物が置かれ,その他にロ-ソクと花などをのせた盆がある｡そして悪霊が来

ると飾物がゆれると考えられている｡村のクン ･プラ･タムはいうまでもなく,家のクン ･プ
=1ト

ラ ･タムも大部分は部落のモー ･タム祈竃輔が主役となって祭る｡モー ･タム祈祷師は4斎 R

ごとに｢1分の宏の飾物を作りかえ,棚に供えて,祈蕃するO他方,各家では自己の祈竃師のと

ころへ,ローソクと花を持って行 くこともあるO

クン ･プラ ･タムのタムは法,プラは尊称,クンは効力を意味する｡元小学校教員の話によ

るとタムとは仏陀の言葉であるが,それが誤って使用されているのがこの部落のクン ･プラ ･

タムであり,その意味においてクン ･プラ･タム信仰はまがいの法であって,仏教からいえば

邪教であるといわれる｡仏陀の言葉であることには間違いないが,モ- ･タム祈祷師や部落民

一般が用いているものは,全休の文脈からごく一部を切りはなし,人間に危害を与えるもの,

ときには慈悲をあたえるものの分類にしたがって仏陀の言葉を分解-,整理しなおした呪文ない

し護符にすぎない｡そしてこの呪文 ･護符は長寿,健康,安寧,威力の増加に役立つと信じら

れている｡このように解釈されているクン ･プラ ･タムの一例をあげるならば,いかなる場合

でも危険から自己を守るためには ｢ナ ･モ ･プ ･タ ･ヤ｣を くりかえし唱える｡ また鉄砲,刃

物,舵,動物からの危害をさけるためには ｢プラプットト-カングナング, プラアラハンコン

グヌア,プラサンコーコングトゥドゥーグ,ユートゥアヤマアウ,ナ ･モ ･プ ･タ ･ヤ｣を7

回くりかえす｡さらに他の人から親切と慈悲の心をひきだすためには ｢アマヌットサン,チッ

タングパンタング,アマパソーピティー｣をくりかえす｡これらの呪文はパ-リ語であり,個

個の意味は唱える者白身わからない｡呪文のうちあるものは広 く村人に知られているが,元来

は人に教えてはならぬものであって秘密である｡祈祷師はこのような類の呪文 ･護符をそれぞ

れ先生について勉強し無数に知っている｡

前述のどとく各宏の棚にはクン ･プラ ･タムが祭 られている｡世帯調査によると98世帯中83

は棚をもち,棚のない世帯は14軒である｡棚をもつ83軒中同時に仏像をも安置しているのは23

軒にすぎず,残りの60軒は棚が設けられているのみである｡クン ･プラ･タムは呪文 ･護符で

あるとしても,それが仏陀の言葉として解釈されているかぎり,仏像を安置し,寺院中心の仏

教と相反するものではない｡また僧侶が,クン ･プラ･タムを邪教として退けることもないか

ら,両者は一つのものとして村人の目にうつっている｡部落の人人はクン ･プラ ･タム信仰を

も含めてよき仏教徒だと思いこんでいるO仏像を売りにきた商人が,棚に仏像が安吊されてな

19) l11の神祭の時期とだいたい同じであって注意をひくが,以前の状態は今わからない｡
2∩) 妻と子供のクン･プラ･タムは同じであるが,夫は別であり,生家のクン･プラ･タムを崇めるとい
うことがしばしばきかれる｡
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いのをみて,非仏教徒だと非難したとき,村人の怒をかったということはこのことを物語るエ

ピソー ドといえよう｡またクン ･プラ･タム信仰は邪教だと決めつける元小学校教員が祈蕃師

から反目視されている理由もここにある｡

(2) 家と村の除顧 ･増福儀礼

部落においておこなわれる儀礼のうち最も軍要なものの一つはタムブン ･バ-ン (村の除顧

･増福儀礼)とタムブン ･ヒアン,/ (家の除顧 ･増福儀礼)である.タムブン ･バーンはブ一

･バ-ン (部落の中心)の側に建てられている部落の集合所で毎年おこなわれる｡タムブン ･

ヒアングは必ずしもすべての家がするわけでなく,その年のうちに不幸があったような場合に

おこなわれる｡世帯調査によると98世帯中17軒が今年この儀礼を営んでいる｡時期は収穫が終

った旧1月頃から2月頃にかけてであるoタムブン ･バ-ンは旧3月におこなわれた.

この除顧 ･増福儀礼はタムブンといわれるごとく,僧侶を招いて読経をしてもらい,食事を

献進することによって功徳を積むことを第 1義としている｡ そのかぎりにおいて仏教的儀礼で

ある｡内容的には悪霊を軟い福をもたらすという呪術的要素がみられる｡また儀礼において主

役を演じるのは僧侶であるけれども,古老格の祈祷師2名もタムブン ･バーンの準備を監督す

るとともに,クン ･プラ･タムの飾物を取りかえて祈る｡またタムブン ･ヒアングの場合にお

いてほ,これをおこなう家のクン ･プラ･タムに花とローソクが供えられるOさらにタムブン

･バーンの場合には悪霊を鎮める供物が,集会所の周囲4カ所に打ちこまれた杭にくくりつけ

られるし,タムブン ･ヒアングの場合には,つぎにのべるどとき特別の除赦儀礼を祈祷師に頼

む｡このように家と村の除顧 ･増福儀礼には種種の要素が混在しているが,その目的とすると

ころは村なり家の悪運を除き安寧と幸福をもたらすことにある｡なおいずれの儀礼 にお い て
211

も,かかすことのできぬ準備品としてクルパンと称するものがあり,かつては除顧 ･増福儀礼

が農耕儀礼とも関連していただろうことを思わせる｡

タムブン ･ヒアングの次第を示すと,当家はまず祈葡師を訪れてよき日を占って も らい,

その日に僧侶を招 くべ く頼みにいく｡当日は親戚,近隣のものが集まり,僧侶に捧げる食物を

準備する｡その日は夕方 7時頃から約 1時間読経をして祝福して も ら う｡近い親戚,親しい

友,村長や長老は式をおこなう部屋に坐し,他のものは広間に坐す｡先導者にしたがってすべ

ての人が礼拝準備をし,五戒懇請,念仏懇請を唱え,天人を招請する｡ついで僧が薯の言葉を
断E

のべ,三宝帰依を唱えた後,祝福の念仏にはいる｡それと同時にロッドナムモンといって聖水

を作り翌日までおいておく｡念仏を唱えながら,先導僧が托鉢に用意された水の上にローソク

をたれて聖水をつ くるO部屋に準備されたものとしてはクン ･プラ･タムに捧げる花とローソ

21) 飯籍の中に,精米を蒸して握ったもの1,00 胤 その他タバコや横梯子などをそれぞれ1,000個づつつ
くり入れたもの｡むかし部落の祈構師がつくり,今は寺に保存してある｡
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写真2 部落の集会所においておこなわれる村の除椛 ･増福俵H
;御斎後佃偶の祝福をうける付人迂

ク,仏陀の像 とクルパ ン

がある｡像か らはじめて

それぞれを木綿糸で結び

つけ,部屋をひとまわり

して,その終 りの部分を

招かれた憎が手にもつ｡

念仏が終ると僧侶は寺に

帰 り,他の参列者は食草

の接待を受ける｡

翌朝は朝7時前に僧侶

を招 き, 食車を献 上す

るOいっの場合において

もこの行為は功徳をつむ

一つの方法であり,宏の除蔽 ･増福儀礼においても,この行制 ま環要な部分を構成 しているO

終 ると僧侶は祝福の言葉を述べるo ｢一杯になった水淵が器を完全にみたすごとく,この世で

なされた布施の行紬 まこの相を去 った人人を潤す｡あなたがたが心に想い,心に決めた結果が

22) 礼拝準備:｢さあ心の準備をしよう｡此づいて身をととのえよう,さあみんな,手を合わせて仏を念じ

ながら平伏そう.仏法に心をむけて礼拝しようo僧侶を尊敬して,もう一度平伏そう｡決意をかたく

しようo｣行成懇請:｢仏儀を営まれるお方よOわたくしたちはすべて三宝とともに五戒を懇請しており
ます｡(以下同様なことを2回繰返す)｣念仏懇請:｢不率･禍から身を護るために,富み栄えんがたぎ)

に,そしてあらゆる苦しみを除いてもらうために,吉祥をもたらす念仏をして下さるようあなたがた

にお願いしておりますo(以下同じことを2回練返す)｣天人招請:｢仏儀を営まれる多くの方方よ｡慈

悲深さお方よo教典の威力を乞い願いますゆえ,慈悲をお授け下さい,そして心を乱さず念仏を唱え

てTさいo鉄 llll山の周囲の大人達よOこの場所に集まって下さいoそして浬軍をのぞみ天国を接ける

1日去を聴いて下さい｡天[副こ住まう大人たちよ,どうか来て下さいO欲界にいようと色界にいようと｡
大人の住むところは山頂に:LET_つ七層の楼閣Oたとえ山や島に,また空中に,国境や村にいても,また

ll吊二や密林,屋敷内や畑 こいても来てfさいOそして薬叉や乾閥婆,水中に住む龍神よ,みな共にこ

U)易にお供り下さいCどの言 葉もすべて卓越した人の言葉ですDあなたがた賢者よ,どうか私達の言
葉を聞いて下さい｡｣肇の言葉･.｢仏陀(,一切の煩悩をたち,悟をひらいた方を崇拝しよう｡(以下2Lt･l

繰返す)｣ 三宝帰依: ｢仏陀は智慧を持ち,槌を浄める)Jをもっておられる｡すなわち無 JAlか ら脱

し,上智を得られた方である｡~桁貴を歩み,煩悩から解脱し,悪魔の民を解くことができる方 で あ
るoそして衆生を安寧の道に導くOわたくしたちは仏陀に帰放します｡世界の庇護者であり,批罪を
導く方である｡その仏陀の威光をもって,あなたがたが勝利を獲得し,一切の危険から免れるように

析ります｡仏法は釈尊の勝利の旗であって,世界に無垢の道を示し,真二命あるものを苦難から救い,
.:(E.:･人を庇護する｡行いがよけれぼ悦びが与えられ,平安がもたらされる｡わたくしたちは, この仏
法,すなわち無凹を破り,平安をもたらすこの仏法に帰依します｡仏法の威光をもって,あなたがた
が勝利を獲得し,一切の危険から免れるように祈ります｡僧侶は仏法をひろめ,修多羅を実践する方
であり,世界の数数の苦難,下軌こ打ち勝ち,自ら平安たりうるとともに,他の人人をも平 安に導き
うる人であるo釈尊の説く仏法を遵奉するならば,その人は遺に従うといいうるOわたくLは仏陀の

数えを知り,戒律と見識を有する僧侶に帰依します ｡佃目の威ljTtによって,あなたがたが勝則を獲得

し.一切(I)危険から免れるよう祈ります〔｣

一一1:l1--
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ありますように｡そして

それが速かに成就します

ように｡あなたがたの考

えていることが満月のど

とく,輝 く宝石のごとく

満ちたりるまで｡｣｢あら

ゆる危険から免れ,そし

てあらゆる病から免れ,

そしてあらゆる煩わしさ

から免れたなら,そして

あらゆる罪業,輪廻から

超越したならば,あなた
写真3 宏の除夜増福儀礼においてお斎を捧げる主人;部落
の寺から借りる仏像とクルパン

がたは煩悶なき人となる

でしょう｡｣｢あらゆる呪わしいことが消えうせるように｡あらゆる病がなくなるように｡あな
たがたに危険をあたえるものがないように｡そしていつまでも年若く平穏無事でありますよう

に｡4つの徳目,すなわち長寿,健康,平安,威力は崇拝を常とし,不変の賢者を崇う人たち

を満たし,栄えせしめる｡｣

その後説教があり,ついで聖水によるお政をおこなう｡そして念仏を唱えて終る｡出席者一

同も朝食の接待を受ける｡

さらに祈祷師による特別の除顧儀礼に移るが,その内容は生起した禍の種類によってことな

る｡つぎに,これについてのべるが,それはタムブン ･ヒアンプのときにのみおこなわれるも

のでないことはいうまでもない｡

6 陰 核 儀 礼

部落の人人が精霊を守護霊として崇めなくなったことはすでに述べたごとくである｡しかし

悪霊の禍についての迷信は深く村人の心に根ざしている｡98世帯主中55名は悪霊の仕業を強く

信じており,35名は多少なりとも信じ,まったく信じぬと答えたものは7名にすぎない｡残り
23)

の 1名は調査不能である｡また悪霊に潰かれた経験のあるもの24名,なきもの73名,調査不能

1名となっている｡

人畜に害をおよぼす霊はさまざまであるが,部落の祈祷師によると以下のどとき もの が あ

る｡すなわち事故で死亡した人の悪霊ピィ一 ･タ～イホ-ング,コレラで死亡した人の悪霊ピ

23) その他 世帯主自身は経験がなくとも,妻や子が悪霊の禍を蒙った例は多いn
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ィ- ･ハ-,森の悪霊ピィ- ･パ-,プラ ･タムに潰かれて死んだ霊 ピィ- ･タールアンJ/,

ラオ族や山間民族が畏れるピィ一 ･ポープ,祖霊 ピィ- ･スア,風に運ばれる悪霊 ピィ一 ･テ

-ン,天高 く存するといわれるピィ- ･ファ-,町で死んだ人の悪どィ一 ･ムアング,子供の

死霊 ピィ～ ･デ ィブ,死霊 ピィ～ ･ロ-グである｡

部落の祈蕃師がおこなう除顧儀礼の主なものは,森の悪霊により病気になった人を快復する

ためにおこなうテ-ン,/ ･ゲ一,白昼悪霊をみた人のためにおこなうシア ･クロ,除敵を幾度

おこなっても不幸が続 く人のためにおこなわれるサグ ･クロ,某地その他不吉な場所を夢みた

ときにおこなうスーグ ･クワン ･ゲ-ウ,幸運をもたらすためにおこなうブ-チャ- ･チ ョ-

グ,悪霊にとり悉かれた人のためにおこなうライ･ピィーなどがある.

除政儀礼のうち,チ-ン ･ゲ-の例 をあげるならば以下のごとくである｡まずバナナの葉柄

を使って,あさい箱をつ くり, 9つに仕切る｡各仕切りは左上から黒鼠,黄龍,黒虎,白ライ

オン,赤猫,ウバクッド,黄牛,白象に相当 し,中央がテーワダーに相当するといわれる｡ そ

して仕切られた空間の中に米,タバコ,横榔 予,バナナ,砂糖黍などを入れる｡その他,御神

酒とロ-ソクを盆にのせ,その盆から木綿糸をたれ,その先をバナナで作った箱の縁に-;r.てた

8本の棒に順次 くくりつける｡さらに水を入れた器と米粒を準備する0

祈蕃1'1両ままずj四 二に敬意を表 し,ついで病人の守護神となるテ-ワダーを呼ぶ.病人の生年

月日と状態を描写して,その原因となっている悪霊を追い払うことを援助して くれるようテー

ワダーに願う｡そして悪霊を除去する呪 文を唱える｡その間,用意された米粒を各仕切の中 に

撒 くとともに,水を入れた[器の申にローソクをたれ聖水をつ くる｡それを病人の身体に振り掛

け,豪のはり,さらに出口に撒 くOそして痛 人の腕苗には木綿糸を播きつける｡最後に8本の

棒にかけた木綿糸は順次ローソクの火で焼き切ってしまう｡このバナナの葉柄でつ くった箱は

- 15-

写真4 祈祷師が所持する盲の表と説明

'夫の外に持ち出して放棄

するOこの箱はテ-ワダ

ーに捧げられるといわれ

るが,明確ではない｡

ただここで注し｣すべき

は,祈祷価が除赦儀礼を

おこなう場合,またつぎ

にのべる招魂儀礼をおこ

なう場合においても,悪

霊を疎い魂を呼び戻すた

めにはつねにテ-ワダ-

の援助を求めていること
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であろう｡ 仏教儀礼においてもかならずテ-ワダーが呼ばれるが,これはともに仏陀の言葉を

聞かせるためである｡しかし村人の一般的な考え方にしたがうと,チ-ワダ-ほ信頼 しうる守

護神である｡世帯主98名中87名は ｢不幸や禍の原因は悪霊の仕業かもしれぬし,前世における

悪徳行為の結果であるかもしれぬが,いずれにせよ精霊よりもテーワダーを信じる｣立場にあ

るO ｢なぜならばテ-ワダ弓 ま精霊よりも力強く,悪霊を除去するから｣にはかならない｡他

の3名は上記の意見に ｢そうかもしれない｣と答え,5名は反対している｡反対の理由はテー

ワダーそのものに向けられるというよりも,むしろ不幸と禍の原因についてであり,この人た

ちは,不幸は前世の悪徳の結果であると割り切っている｡残り1名は調査不能である｡

7 招 魂 儀 礼

部落の祈篠師のもう一つの役割はス-グ ･クワンと称される招魂儀礼をおこなう こ とで あ

る｡クワン信仰はこの地方一帯にひろくみられるところであるが,クワンとは生命の本質であ
24)

り,普通は頭に宿るものとされ,その人の安寧と幸福を左右する源と考えられている｡もしク

ワンが頭から離れてさ迷ったり,悪霊によって追い出されたりすると,その人は夢をみたり,

病気になったり,また死んだりする｡したがってクワンが身体から離れないように腕首に白い

木綿糸を播きつけたり,声を出してクワンを呼び戻したりする｡これが招魂儀礼の主な目的で

ある｡ただその場合,食物を用意してクワンをもてなすほか,テーワダーにも供物を捧げて援

助を願う｡これらの供物はパー ･クワンと呼ばれ,テーワダーのためには,タバコ2本と横梯

子をバナナの某に包み,ローソク2本と共に御神酒を入れた瓶の上に立て,円形の器の中央に

置 く｡クワンをもてなすためには,バナナ4本,卵4個,精米を蒸して握ったもの4個を瓶の

まわり4カ所に分けておく｡器内にはバナナの葉で編んだ敷物4枚を用意する｡クワンが永久

に身体から離れた状態が死であるが,死後 クワンは生前に積んだ功徳の量に応じて,よい部分

は天国にいき,わるい部分は地獄におちる｡すなわち,この世に生れかわってよりよい生活を

送ったり,天上に住むテ-ワダーとなることもあれば,この世に生れかわってより悪い生活を

おくったり,あるいは動物に生れかわったりする｡また中空にさ迷うものは死霊ピィ一 ･ポー

プとして,人人に危害を与える｡死後,法要をおこない功徳を積む習わしはクワンがより高い

遺徳的存在として生れかわることを願ってであろう｡

以下,種種の招魂儀礼にさいして唱えられる祈清文の内容を記しておこう｡

(1) 播糸儀礼

シィ一 ･シィ一,チアヤマングカラング｡今日は吉日,よいことに満ち溢れた目｡幸運者の

口であり,あらゆる幸運がここにある｡だから今日お前の腕首に糸を播きつけよう｡他の村や

24) 身体には32のクワンが宿り,身体の機能,精神活動を司るともいわれる,
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田畑に出かけて,そこにとどまっている主のクワンよ.今口は戻 っておくれ｡ラ-ンナ-ム-

ゲ-ウにとどまる主のクワンよ,/-H二Iは戻っておくれC 他の地 jjにさ迷う主のクワンよ,今日

は戻 っておくれ,仕事に出かけた主のクワンよ,今日は戻 っておくれ｡遠 くに出かけた 工のク

ワンよ,今日は戻ってお くれ｡地fIl'_ある人人と会っている主のクワンよ,今｢=ま戻 っておくれO

寺で功徳を積んでいるクワンよ,今日は戻っておくれ∴ 巨のクワンのすべてよ,お前の身体に

戻れ｡眠りこけているときも,目覚めているときも,~日ま迎え入れるであろう｡主 の クワ ン

よ,密林や森林にい かないでおくれ｡森林に出かけたり,大蛇とともに基地に眠る主のクワン

よ,ノ汗Iのよき口に戻っておくれ｡水龍とともに住む王のクワンよ,今 日は戻ってお くれ｡植

物や魚 を採某に出かけた主のクワンよ,今 日は戻っておくれ｡Ⅲ畑に出て,飯を食 っている主

のクワンよ,今 仁‖ま戻ってお くれ｡

(2) 十供のためのス-グ ･クワン

シィ- ･シィ-｡お前が母親の胎内に宿 ってから/汁1は 9カ月目だO母斑が野良から帰って

きて痛みを訴える｡兄弟姉妹が見舞にくる｡お前の伯父と母の父が見にやってくる｡母親は臥

せて目を見したとき,死ぬのではないかと思 う｡もし赤了が僻せだったら男の 了であり,仰む

けだった ら女の 予だ｡

母親の右手は胎姫をもち,左手は臍の緒を切るべくもつ｡それから母はお前を選別用の盆の

上にのせてピィ- ･プラ-イ (魔法櫨が祭る鬼神),ピィ一 ･パウ (山間民族が畏れる守護霊)

とピィ一 ･ノッブカウメーウ (臭の霊)に連れていき,出産を告げる｡母親はその前で,もし

この千があなたのものなら来て連れて行け,もしそうでなければ,この子は私のものであると

いう｡そして母親は 了を揺龍にのせてゆする｡それから母親は火を焚いて暖をとる｡母親は口

がやけただれるほど熱い湯を飲まねばならない｡炎があがると周 らせられる｡.子供が退屈しな

いように揺龍をゆする｡

ついで付規は可愛いお前に名前をつける｡お前は美しい,黄色の皮膚をしている｡お前の顔

は自い｡女の 予がお前を取り合うだろう｡主のクワンよ,今日は来ておくれ｡森に出かけたク

ワンよ,来ておくれ ｡ 仁のクワンが家にとどまることを願 う｡珠は木でできており,屋根はヤ

- ･カ-の草で葺かれているOクワンよ,恐れることはない｡土の頭にとどまれ｡ 身 体 の ク

ワンよ,来て身体にとどまれO肩のクワンよ,肩にとどまjt｡鼻のクワンよ,来て鼻にとどま

れO頬のクワンよ,来て至頃にとどまれo首のクワンよ,来て丁目ことどまれ,口のクワンよ,莱
て｢1にとどまれ｡目のクワンよ,来て目にとどまれ｡月夜に機を織る女のクワンよ,来ておく

jtoそして遊びにttl用､ける男のクワンよ,来ておくれOそして蟻の塚にいる主のクワンよ,莱

ておくれ｡野良に出た主のクワンよ,来ておくれ｡悪霊の問をさ迷う工のクワンよ,来ておく

れ｡川にいる主のクワンよ,来ておくれ｡森のはずれにいる主のクワンよ,来ておくれ｡クワン

よ,クワン｡ チャヤトウ,パウァンJ,,チャヤマン,'カラ,私は主のクワンがここに来て くれ
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るようにテ-ワダ-に頼んでいる｡ヤー ･カ-の草にとどまる主のクワンよ,今日は来てお く

れ｡猿の住む森にとどまる主のクワンよ,来ておくれ｡ナーグゥ ･ガァームの腹にいる主のク

ワンよ,今日は来ておくれ｡ナーグゥ･--ムの芋畑にいる主のクワンよ,今日は来 て お く

れ｡ナーグゥ･-イのクラーム (染物に使う木)畑にいる主のクワンよ,今日は来ておくれ｡

ナ～グゥ.ノーンの肩にとどまる主のクワンよ,今 日は来ておくれ.土地の神の字司にいる主の

クワンよ,来ておくれ｡4つ頭の龍や人魚とともにいる主のクワンよ,今 日は来ておくれ｡猿と

話している主のクワンよ,今 日は来ておくれ｡ナ-グゥ･ポー,ナーグゥ･パウの家にとどま

る主のクワンよ,今 日は来ておくれ｡谷間や墓地にいる主のクワンよ,今 日は来ておくれ｡象

の牙にいる主のクワンよ,今 日は来ておくれ｡遠 くにさ迷う主のクワンよ,今 日は来 て お く

れ｡寺の土地にいる主のクワンよ,今 日は来ておくれ｡他の遠いところに行っている主のクワ

ンよ,今 日は来ておくれOタイにいるクワンよ,そして他の園にいる主のクワンよ,今 日は来

ておくれ｡あらゆるクワン,息子と子供,稲のクワン,妻の子供のクワンよ,今 日は来ておく

れOナーグゥ･シィ-とナ-グゥ･ナー ドのクワン,地下に住むナ-グゥ･ト-ラニーのクワ

ンよ,来ておくれ｡3のクワン, 9のクワンよ,来ておくれ｡どうかきておくれ｡チャヤトゥ

パウアング,チャヤマングカラ,ニパーン,パ ッチャヨーホ一｡

(3) 病人のためのス-グ ･クワン

写真5 事故にあったバス運転手 (前列左から3人目)のク
ワンを呼ぶ祈祷師 (前列左から2人目) ;

中央はパー･クワン

いるのなら,今 日は儀礼をおこなうのによい口である｡

シィー ･シィ～,サワ

ディー｡今 日は吉日,辛

運の日｡病めるクワンを

強化しよう｡男であって

も,女であっても,大人

でも子供でもか まわ な

い｡胃病であっても,頭

痛であっても,風邪であ

っても,病めるクワンを

強化しよう｡胃病,風邪,

咲,あらゆる病気がお前

を困らせる｡もしお前が

いずれかの病気で困って

クワンよ来ておくれ｡今お前が病気で悩んでいるのなら,去ってもらうように頼もう｡浄居

天のような永遠の長寿を祝福しよう｡そして浬盤に到達するほどの長寿を祝福しよう｡バラモ

ンのごとく1,000年以上の生命を祝福しよう｡
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私の声はよい｡王のクワンよ遠 くへ行かないでおくれ｡クワンよ,森に出かけてとどまらな

いでおくれ｡夜おそく家を離れないでおくれ｡月の光が明るくとも,稲妻と雨がはげしいとき

も,身体を離れて遠 くへ行かないでおくれ｡もし寒さがひどくても,よく聞いておくれ｡辛抱し

て,怒らないでおくれ｡お前の身体が快復し,高齢に達し,死ぬまで,忍耐強 く辛抱しておくれ｡

(4) 結婚式のス-グ ･クワン

シィ- ･シィ- ･シッティプラポ-ン｡お前が成長して若い娘となるとき,青年と年寄がお

前を賞でにくる｡お前の両親と祖父母が,お前を大切に取り扱うだろう｡お前は適令期をむか

える｡お前はけっして離婚しないだろう｡男の親達が,お前がかれらの息子に適していると聞

きおよび,結婚を申 し込んできている｡

結婚式の臼が近づ くと,パー ･クワンが用意される｡占師によると,その日は吉日である｡

お前は泣き悲しむ必要はない｡私があらゆる散を克服するべ く祝福しよう｡お前が功徳を精ん

で悪霊に打ち勝つように祝福しよう｡占師によると今 日は吉日である｡私はお前達 2人のため

にパ- ･クワンを準備する｡米,負,那,甘い物などいろいろあり,薬もある｡パー ･クワン

の用意がととのうと,花で香 りもよくなる｡

われわれはお前達 2人を迎え入れるためにいろいろと準備をしている｡年寄と両親,美しい

娘たちも喜んでやって くる｡ かれらはお前のパー ･クワンをもちあげて左右に振る｡年寄は上

座に坐る｡私は遠 くに出かけた主のクワンがお前の身体にとどまるようにクワンを呼ぶ｡私は

主のクワンを呼び,愛する人の側にとどまるようにしよう｡クワンよ,クワン｡主のクワンは

花とともに来る｡ お前の髪の毛は美しい｡今 日は吉日｡ お前は夫の側にとどまらねばならな

い｡お前達 2人は相ふさわしい｡私はお前達 2人が年をとるまで長く生きるように祝福 しよ

う｡私はお前達が多 くの子供と召使をもつように,財産をきずくことができるように祝福しよ

う｡私はお前達がより大きな威力をもつように祝福する｡クワンよ,クワン｡

夕幕になるとき,主のクワンがお前とともにとどまるように｡お前の母が来るべき人を待っ

ている｡私たちほいろいろと衣類をそろえて用意している｡私は親愛なクワンがお前とともに

とどまるために呼んでいる｡もし王のクワンが遠 くに離れているのならば,今 [1来ておくれ｡も

しお前のクワンが昔の恋人と一緒ならば,今 E]ほ来ておくれ｡私はお前の頭を洗って,/化を飾 っ

てあげよう｡お前の親戚や近所の人人がお前が来るのを待っている｡ナ-グゥ･ティダ-バー

ンヌアがお前をまっている｡来て朝食をともにしておくれ｡私達は卵をお前にあげよう｡昔の習
慣にしたがって今日は吉 日だという｡私はお前たち2人が両親となるように連れ添わせよう｡

(5) 得度式のスーグ ･クワン

シィー ･シィ-,スッグサワディ-｡私たちは祖父母,両親,親類に敬意を表わします｡私た

ちは今得度式のために招魂祭をします｡お前は両親と親類の人から許しをえて得度式をあげ,

仏門に入ろうとしている｡ 苦難はこの世界とともにある｡お前は年をとるし,病気に悩まされ
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る｡お前は死に,けっしてもとに戻らないと信じているOそこでお前は功徳を積まねばならな

い｡ お前が子供のとき,母親は臼に2,3回御飯を噛んであたえた｡ お前の母親は臼に2度も

3度も水浴させてくれた｡母親はお前のために食物を探し,雨が降り,稲妻がすると母親はお

前を抱いた｡お前が眠ると,-ンモックに入れた｡起きると,お前を抱き,はめたたえた｡大

きくなるまでお前の世話をみ,見習僧の得度式をすませた｡そしてお前は十戒を学んだ｡

20才になったとき,お前は親類や友人のところに出かけ,得度式の援助をして くれるように

赦んだ｡ある人は毛布を,ある人は黄衣を,ある人は上衣を,ある人は下表を,ある人は肩衣

を,ある人は托鉢を,ある人は草履とベル トを与える｡また鉛筆,食物,椀と皿と瓢,ナイフ,

マット,横榔子とタバコをあたえる｡たくさんの品物が心からあたえられる｡それはかれらが

苦難からのがれ,数百年にもたっする長寿を獲得するための行為である｡4つの徳 目 とは長

育,健康,安寧,威力である｡

私たちは得度式をしよう｡森林にさ迷ったり,悪霊と友達にならないでおくれ｡猿の声,野

鶏の声を聞いても,蒔曙するな｡森の悪霊,演,孤,ライオン,虎などと一緒に住むな｡山,

沼沢,河などをめでるな｡私たちは得度式のス～グ ･クワンをおこないお前を祝福する｡ヤヤ

トゥパウァング,チャヤマングカラング,ニバーナパットチャヨーホトゥ｡

(6)普通のス-グ ･クワン

旧6月が来ると新しい年が始まる｡富と稲妻をともない,雨は花を潤す｡露のために魂は寒

さにおびえる.クワンよ,来ておくれ,遠 く-行かないでおくれ｡香のよい花レーテ-,マ-

テ～,ラガ-の花も咲きはこっている｡テ-ンチャムピアの花も地に咲きみだれている｡谷の

下は明るい｡お前が遠 くはなれると,母親は心配して嘆 く｡クワンよ,森の中を迷うことなか

れ｡主の頭に戻 り,龍と戯れることなかれ｡クワンよ,安心してこちらに来ておくれ｡櫛も衣

類もある｡香のよい木チャンダイやチャンホ-ムもある｡ すべてお前のために用意してあるの

だからO横榔子,バナナ,砂糖きび,ココナツ,カレー ･ス-プ,それから鶏 も｡急いでおい

で,急いで｡6月の末は尾長猿が吠える｡外は富と稲妻ばかりだ｡クワンよ,主の頭にとどま

って,宙に迷うことなかれ｡ 空には鳶がいる｡遠 くへ 1人で行 くな｡ クワンよ, 戻っておく

れ｡卵もあるし砂糖もある｡来て食べて ください｡来ておくれ｡そして安らかにとどまってお

くれ｡5つの悪霊に打ち勝て｡ クワ-ンよ来ておくれ｡クワ～ンよ｡

最後に,これら招魂儀礼にさいしては多数の親戚と知人が参加する｡祈商がおわると,祈構

師は当人の腕首に糸を播きつけるが,つづいて参列者全員が同じことを繰り返す｡そして病気

の快復,無事息災を祈りながら合掌する｡さらに援助のしるLとして幾ばくかの金を掌や器に

おいたりする｡当人は手を差し出し,これらの人人に応える｡それは当人がよく知っている親

戚であり,友人である｡播糸がおこなわれている問,当人は多数の情愛を感じて,一種の安心

感を覚えるにちがいない｡
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宗教儀礼の機能し杓体京

8 お も り に

lュ上,調査部落 ドーン ･デーン･,における宗教上oj諸活動と村人の信仰態度を記述 して き

た ｡ かれらは仏陀に帰依し,クン ･プラ ･タム (呪文 ･護符)の効力を信頼するとともに,ク

ワン (霊魂)の存在を信じ,またテーワダー (大人)に加護を求める｡ピィ一 ･タ一 ･へ-グ

(LLlc)j神),トゥ-カタープ- (村の神)のごとき守護霊にたいしては疑惑の念を抱き,仏教や

クン･プラ ･タム信仰により,ほとんどその形態と機能を失ってしまっている｡しかし悪霊の

存在については不幸や禍の原因として根強く村人の心にとどまっており,積極的に除顧儀礼が

おこなわれる｡宗教上のこれらすべての諸活動は,形態的にみれば,歴史的に異った要素から

構成されている｡しかし各要素からなる混合物は全体として一つの機能を果している｡それに

対応する基本的価値は ｢あらゆる危険な存在からのがれ,安全を求める｣態度のうちにみられ

る｡呉体的にはFJi=-業,長寿,健康,安寧,威)Jが ｢望ましいもの｣として認められている｡

身体に宿るとされるクワンは生命の本質であり,身体の諸活動と精神活動を司るが,身体か

らの永久的な離脱は死として,一時的不在は夢の原囚とされ,さらに不健康,病気,郵 政など

の禍のもととかんかえられている｡ したがって 健康を保持し,病気の快復を願い, 長寿を望

み,安寧をもとめて招魂儀礼がおこなわれる｡積極的にクワンを呼び身体にとどまるように祈

葡することがその儀礼の中心である｡悪夢や病気は,クワンを怯えさせ,また追出す悪霊の仕

業でもある｡ 悪霊の種類は多 く,症状にしたがって,個個の悪霊にたいして除顧儀礼がおこな

われる｡招魂儀礼においても,除顧儀礼においても,つねにテ-ワダ-が招かれ,その慈悲の

力が求められる｡さらに悪霊その他書をおよぼす危険な存在を遠ざけ,安全なものをひきつけ

る力を持つものとしてクン･プラ･タムが信じられており,個人のみならず,宏や村の安寧と繁

栄を増加する上において村人の心を深くとらえている｡それは仏陀の言葉の呪術的使用にはか

ならないけれども,村人の信仰体系のなかで大きな比重を占めている｡一切の危険と苦難から

の解放,長寿,健康,安寧,威力を獲得することは,仏教的な文脈においては善業によっての

み可能である｡寺院や僧侶にたいする寄進行為はすべて善業と解せられており,死後クワンは

功徳と悪徳の衡により大国に生れたり,地獄に生れかわったりする｡普通,大国とは社会的,

経済的により高い地位に生れかわることとして,地獄とはより低い地位に生れかわることとし

て姉別されている｡部落の宗教的諸活動を要約すると上記のごとくであり,そこには ｢あらゆ

る危険な存在からのがれ,安全を求める｣という態度が一貫してみいだされる｡ この部落の宗

教活動は形態的にはさまざまな要素から構成されているが,各要素間の接点は上に記したよう

な基本的態度のうちにみいだされるのではなかろうか｡
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